
――― 2223 ――― マイクロプラスチック汚染の実態―――使い捨てプラスチックの大量消費・大量焼却から脱却を

プラスチック汚染から海を救うために特
集

　

は
じ
め
に

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
は
、
二
つ
の
面
で
新
た

な
展
開
を
迎
え
た
。
一
つ
は
微
細
化
の
問
題
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

環
境
中
で
紫
外
線
等
に
よ
り
壊
れ
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
五
ｍ
ｍ
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
、
北
極
か
ら
南
極
、
海

洋
表
層
か
ら
深
海
底
ま
で
海
洋
全
体
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
広
が
っ
て

い
る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
魚
貝
類
が
餌
と
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
と
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
枚
貝
、
カ
ニ
、
小
魚
な
ど
に
取
り
込

ま
れ
、
食
物
連
鎖
を
通
し
て
生
態
系
全
体
を
汚
染
し
て
い
る
。
私
た
ち
の

東
京
湾
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
ム
ー
ル
貝
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
検
出
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
有
害
化
学
物
質
の
運
び

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
か
ら
海
を
救
う
た
め
に

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
実
態

―
―
―
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
量
消
費
・
大
量
焼
却
か
ら
脱
却
を

暮
ら
し
で
使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
海
を
汚
染
し
て
し
ま
う
の
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
引
き
起
こ
す
海
の
生
態
系
や
人
間
に
及
ぼ
す
影
響
と
求
め
ら
れ
る
対
策
を
解
説
す
る
。

東
京
農
工
大
学
教
授

高
田
秀
重

屋
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
は
何
ら
か
の
添
加

剤
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
も
残
留
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
そ
の
親
油
性
に
よ
り
海
水
中
で
親
油

性
の
化
学
物
質
を
吸
着
・
濃
縮
す
る
。
そ
れ
ら
の
化
学
物
質
の
な
か
に
は
、

人
や
野
生
生
物
に
有
害
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
大
き
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
ク
ジ
ラ
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
海
鳥
な
ど
の
野
生
生
物
へ
の
物
理
的
な

影
響
は
世
界
中
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
そ
こ
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
に
よ
る
野
生
生
物
や
人
へ
の
影
響
は
現
段

階
で
は
観
測
さ
れ
て
い
な
い
が
、
室
内
実
験
で
は
魚
貝
類
へ
の
影
響
は
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
環
境
の
汚
染
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
世
界

の
海
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
入
量
は
何
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
今
後
二

〇
年
で
一
〇
倍
に
な
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
分
解
性

が
極
め
て
低
い
た
め
、
一
旦
海
洋
に
流
入
す
る
と
海
に
長
期
間
残
留
す
る
。

さ
ら
に
、
微
細
化
し
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
混
在
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
だ
け
を
、
回
収
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
影
響
が
わ
か
っ
て
か
ら

海
へ
の
流
入
を
止
め
て
も
手
遅
れ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
諸
外
国

で
は
予
防
原
則
的
な
立
場
か
ら
対
策
が
講
じ
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
が
源

　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
も
と
も
と
は
、
レ
ジ
袋
、
コ
ン
ビ
ニ
の

弁
当
箱
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
、
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
で
あ
る
。

　

日
本
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
お
り
、
海
に
流
出
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
京
の
荒
川
の
河
口
か
ら
三

ｋ
ｍ
遡
っ
た
河
川
敷
で
は
、
大
量
の
プ
ラ
ご
み
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
二
〇
一
五
年
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率
は
八
八
・
九
％
の
た
め
、
年

間
約
二
五
億
本
が
回
収
さ
れ
ず
、
そ
の
う
ち
一
％
が
環
境
に
流
出
す
る
だ

け
で
も
、
年
間
二
〇
〇
〇
万
本
に
の
ぼ
る
。
い
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高

く
て
も
、
一
〇
〇
％
で
な
い
限
り
、
大
量
に
使
え
ば
大
量
に
排
出
さ
れ
環

境
を
汚
染
し
て
し
ま
う
。

た
か
だ
・
ひ
で
し
げ

一
九
五
九
年
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
八
六
年
東
京
都
立
大
学
（
現
首
都
大
学
東
京
）
大
学
院
理
学
研
究

科
化
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
。
東
京
農
工
大
学
農
学
部
環
境
保
護
学
科
助
手
、
米
国
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海

洋
研
究
所
、
東
京
農
工
大
学
農
学
部
環
境
資
源
科
学
科
助
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
主

な
著
書
に
『
環
境
汚
染
化
学
』（
共
著
、
丸
善
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
特
徴
は
、
浮
い
て
運
ば
れ
る
た
め
に
、
使
っ
た

場
所
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
汚
染
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
環
境

に
流
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
の
表
面
を
長
い
間
漂
っ
て
い
る
間
、
紫

外
線
や
波
の
力
で
劣
化
し
て
小
さ
く
な
る
。
海
洋
物
理
の
法
則
で
、
大
き

さ
が
五
ｍ
ｍ
以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
破
片
は
、風
の
力
を
受
け
や
す
く
、海

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
紫
外
線
と
熱
で
劣
化
し
、
五
ｍ
ｍ
以

下
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
る
と
、
風
の
力
を
受
け
に
く
く
な
り
、

今
度
は
沖
合
に
運
ば
れ
や
す
く
な
る
。
つ
ま
り
、
海
岸
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
生
成
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
も
と
も
と

は
私
た
ち
が
陸
上
で
使
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
人
工
芝
、
足
ふ
き
マ
ッ
ト
な
ど
、
野
外
で
使
わ
れ
、
紫
外
線

に
曝
露
さ
れ
、
摩
耗
し
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
も
起
源
と
な
る
。
今

後
よ
り
詳
細
な
成
分
分
析
を
行
っ
て
起
源
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

洗
顔
や
洗
濯
も
起
源
？

　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
破
片
以
外
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
生
源
が
あ
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
中
間
原
料
と
な
る
レ
ジ
ン
ペ
レ
ッ
ト
（
次
頁
図

１
）
は
、
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
発
生
源
の
一
つ
で
あ
る
。
化
学
工
場
で

石
油
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
合
成
さ
れ
る
際
に
、
レ
ジ
ン
ペ
レ
ッ
ト
の
形

で
合
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
袋
詰
め
さ
れ
た
レ
ジ
ン
ペ
レ
ッ
ト
は
、
成
型

工
場
へ
運
ば
れ
、
加
熱
成
型
さ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
な


